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「岐阜みどり農業認定制度」ロゴマークの制定と表彰式を開催します 
 

岐阜県では、農業による環境への負荷低減に取り組む農業者を認定する国制度の

みどり認定に、ＧＡＰの考え方を取り入れた県独自の認定制度「岐阜みどり農業認

定制度」の運用を１０月から開始しています。 

このたび、認定農業者の取組を広くＰＲするため、ロゴマークを制定するととも

に、デザイン原案者の表彰式を下記のとおり開催します。 

 

記 

 

１ 日時 令和８年１０月２１日（水） １６：００から 

 

２ 場所 県立岐阜各務野高等学校 校長室 

     （各務原市鵜沼各務原町８－７－２） 

 

３ 出席者 飯田
い い だ

 陽光
は る

愛
あ

（岐阜各務野高等学校 ２年） 

林
はやし

 孝
たか

美
み

（岐阜各務野高等学校長） 

堀
ほり

 智
とも

考
たか

（県農政部長） 

 

４ その他 取材を希望される方は、１０月２０日（火）１７時までに農産園芸課

までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

令和８年１０月１４日（水） 岐阜県発表資料 

担当課 担当係 担当者   電話番号 

農産園芸課 環境保全農業係 猪原 
内線 4114 
直通 058-272-8428 
FAX  058-278-2692 

岐阜みどり農業認定制度ロゴマーク  

植物の芽をやさしく包み込む手の形によって、「環境にやさ

しい農業」と「持続可能な農業」への取組を表現しています。

また、環境を守る取組を未来へつないでいく意思と、生産者と

消費者がともに安心・安全な農産物づくりを支える思いを込め

ています。 

【認定制度ＨＰ】 



 

 

 

 

 

 

デザイン原案 

「岐阜みどり農業認定制度」のロゴマークの原案となるシンボルマークのデザ

インを令和８年６月に県内高校生から募集し、外部有識者による選定会議におい

て最優秀賞に選定されたデザイン 

みどり認定 

 「みどりの食料システム法」に基づき、堆肥などによる土づくり、化学肥料や

化学農薬の使用の低減、温室効果ガスの排出の量の削減など農業による環境への

負荷低減に取り組む農業者を県知事が認定する制度 

 

ＧＡＰ（ギャップ） 

 Good（良い）Agricultural（農業の）Practice（実施）の略称で、「農業生産工

程管理」と訳される。食品安全、環境保全、労働安全などの観点から農業生産の

工程に潜むリスクを管理して、持続的に農業を行うための取組 

 


